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県内における地域・職域における健康づくりの推進の一助とするため、島根県内におけ

る健康経営に関する優良な取組の事例集を作成することとなりました。

各圏域や事業所規模別にご覧いただけますので、企業における健康づくりの取り組み

の参考となれば幸いです。

島根県健康推進課

■ 事例集の使い方

【掲載企業】

令和５年１１月までにおける下記表彰における受賞企業のうち、掲載に同意の得られた、

２３企業

・県内ホワイト500 大規模法人部門およびブライト500 中小規模法人部門

・ヘルス・マネジメント認定制度受賞企業

・健康づくり活動表彰知事賞 職域部門



索引 事業所一覧 （ページ）

 株式会社山陰合同銀行

 株式会社島根富士通

 社会福祉法人愛耕福祉会

 カナツ技建工業株式会社

 エム・コーテック 株式会社

 公益財団法人 島根県環境保健公社

 山興緑化 有限会社

 株式会社 バイタルリード

 イズテック 株式会社

 株式会社 山陰中央新報社

 株式会社 真幸土木

 株式会社 木村工務所

 株式会社 大屋ハイテック

 公益財団法人 しまね海洋館

 島根ライトコン工業 株式会社

 昭和セメント工業 株式会社

 内藤鉄工 株式会社

 松江土建 株式会社

 株式会社 太陽電機製作所

 株式会社 さんびる

 まるなか建設 株式会社

 高橋建設 株式会社

 株式会社 大島工務所
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(5)

(7)

(9)
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(43)



索引 圏域別 （ページ）

株式会社 山陰合同銀行 （１）

カナツ技建工業 株式会社 （７）

エム・コーテック 株式会社 （９）

公益財団法人 島根県環境保健公社（11）

株式会社 山陰中央新報 （17）

株式会社 真幸土木 （19）

株式会社 木村工務所 （21）

松江土建 株式会社 （33）

株式会社 太陽電機製作所 （35）

株式会社 さんびる （37）

まるなか建設 株式会社 （39）

松江圏域 ◆安来市 株式会社 大島工務所 （23）

◆松江市

◆雲南市 社会福祉法人 愛耕福祉会 （５）

◆出雲市

◆美郷町

◆邑南町

◆浜田市

◆益田市

株式会社 バイタルリード （13）

イズテック 株式会社 (15)

島根ライトコン工業 株式会社 （27）

昭和セメント工業 株式会社 （29）

内藤鉄工 株式会社 （31）

山興緑化 有限会社 (12)

株式会社 大屋ハイテック （23）

公益財団法人 しまね海洋館 （25）

高橋建設 株式会社 （41）

雲南圏域

出雲圏域

大田圏域

浜田圏域

益田圏域



索引 事業所規模別 （ページ）

300人以上

100～299人

50～99人

30～49人

10～29人

10人未満

株式会社山陰合同銀行

株式会社島根富士通

株式会社 さんびる

(1)

(3)

(37)

カナツ技建工業株式会社

公益財団法人 島根県環境保健公社

株式会社 山陰中央新報社

松江土建 株式会社

まるなか建設 株式会社

高橋建設 株式会社

(7)

(11)

(17)

(33)

(39)

(41)

社会福祉法人愛耕福祉会

株式会社 バイタルリード

イズテック 株式会社

公益財団法人 しまね海洋館

内藤鉄工 株式会社

株式会社 太陽電機製作所

(5)

(13)

(15)

(25)

(31)

(35)

山興緑化 有限会社

株式会社 真幸土木

昭和セメント工業 株式会社

エム・コーテック 株式会社

株式会社 木村工務所

株式会社 大屋ハイテック

株式会社 大島工務所

(12)

(19)

(29)

島根ライトコン工業 株式会社

(9)

(21)

(23)

(43)

(27)



会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市魚町1 0

業種・ 事業内容 銀行業

従 業 員 数 1 ,71 4名

平 均 年 齢 4 1歳６ ヶ 月

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

健康経営優良法人2 02 4（ 大規模法人部門）

ホワイ ト 50 0〈 ６ 年連続認定〉

株式会社 山陰合同銀行 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化(数値的評価)

● 健康経営で大切にし ているこ と

「 人が銀行の財産」 と いう ト ッ プの思いから 、 行職員の

健康管理を経営的視点で考え、 戦略的に推し 進めていく

「 健康投資」 の位置づけで始めまし た。

人生1 00 年時代を見据え、 行職員自身の健康増進、 活力

向上を通じ て働き がい・ 生き がいを醸成するこ と で、 組

織活性化、 生産性向上、 企業価値向上の実現につながり

ます。

「 エンゲージメ ント の向上」「 心身の健康」「 多様で柔軟な働き 方」を実現し 、一人ひと り の能力を最大限に発揮でき るよう 、

スピード 感を持っ て必要と さ れる具体策を講じ ていきます。

2 021 年度 20 22 年度

適性体重維持者率 69 .6％ 6 9 .9 ％ 増加

喫煙率 14 .0％ 1 3 .6 ％ 低下

運動習慣者比率 18 .0％ 1 9 .1 ％ 増加

「 働きやすさ 」「 生きがい」 の充実を図り 、 持続的に発展

すると と も に、 ウェ ルビーイ ングな職場環境の実現を目

指し ています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

●  生活習慣改善策 ●  従業員の運動習慣の啓発

と 定着を図るため

●  健康アプリ の導入

　 ウォ ーキングイ ベント の

開催

●  運動教室、 イ ベ ン ト の

W eb 開催

●  ラ ジオ体操の実施
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

食生活・

アルコ ール対策

●  生活習慣改善策 ●  栄養のバラ ンスのと れた

食生活

●  アルコ ールと の正し い付

き合い方

●  健康アプリ の導入

●  新入行員向け研修「 アル

コ ールの付き合い方」

各種健診

がん検診

歯科健診等

●  定期健康診断、 人間ド ッ ク の癌

検診

●  特定保健指導

●  歯科健診

●  癌の早期発見、 早期治療

●  重症化予防

●  歯科健診による歯周ケア

●  35 歳以上の大腸がん検

診の実施

●  人間ド ッ ク 費用の一部負

担

●  特定保健指導の実施

●  歯科健診費用負担

たばこ 対策

●  受動喫煙防止対策 ●  受動喫煙による健康リ ス

ク の低減

●  敷地内、 建物内全面禁煙

●  毎月22 日を 禁煙の日に

設定

メ ンタ ルヘルス

●  スト レスチェ ッ ク

●  セルフ ケア、 ラ イ ンケアの階層

別研修

●  セルフ ケアの重要性、 高

スト レス者への早期対応

●  集団分析による職場環境

改善

●  メ ンタ ルヘルスの理解と

実践

●  スト レ スチェ ッ ク の実施

と 高スト レス者への対応、

集団分析

●  外部講師による専門的研

修

●  メ ンタ ルヘルスケア動画

視聴（ セルフ ケア・ ラ イ

ンケア）

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

●  休暇制度の拡充

●  柔軟な勤務形態

●  ミ ニ連続休暇、 時間単位

休暇制度の導入

●  フ レッ ク ス勤務の導入

そ の 他

●  行内ニュ ース発信 ●  様々なテーマで最新の健

康情報の発信

●  睡眠、 食事、 女性の健康、

治療と 仕事の両立支援な

ど
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市斐川町三絡118 0-６

業種・ 事業内容 製造業　 電気機械器具製造業

従 業 員 数 6 20名（ 2 02 4 .6 .2 0 現在）

平 均 年 齢 4 3 .7 歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

2 019 年度　 ホワイ ト 50 0

2 020 年度大企業部門健康優良法人

2 021 年度大企業部門健康優良法人

2 022 ・ 2 02 3年度　 ホワイ ト 50 0

2 024 年度　 ホワイ ト 50 0

株式会社 島根富士通 [ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

会社方針である従業員が心身と も に健康で安心し て業務

を遂行し 、 個性や能力を最大限に発揮できる環境がより

充実すると 考えたためです。

生活習慣リ スク 率およびリ スク 保有者率の改善がみら れ

まし た（ 2 02 2年度実績： 対前年20 21 年度比で改善し

た項目が５ 項目中４ 項目※睡眠以外、 食事・ 運動・ 飲酒・

喫煙が改善）

・ 快適な職場環境の維持・ 改善と 従業員の疲労・ スト レスの軽減に努めるこ と

・ 生活習慣病予防活動・ 保健指導を積極的に推進し 、 更なる健康維持・ 推進に取り 組むこ と

・ 受動喫煙の防止と 、 喫煙者の禁煙サポート を請負・ 協力会社も 含めて全社で推進し ていく こ と

・ 喫煙率の低減

　（ 長年の目標20 ％以下を達成。 現在1 9 .8 ％）

・ 特定保健指導実施率10 0％・ 歩活参加率71 .7％

従業員が心身と も に健康で安心し て業務を遂行し 個性や

能力を最大限に発揮できるこ と 　 　 　 　 　

会社・ 社員会・ 健康保険組合・ 従業員と その家族が一体

と なっ て健康づく り を推進し ていく こ と

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● 通年のウォ ーキングイ ベント

　「 歩活春」・「 歩活秋」

　（ 年２ 回）

●  運動習慣の醸成・ 職場の

コ ミ ュ ニケーショ ン推進

●  ５ 月、 11月の１ ヶ 月間

チーム歩数・ 個人の歩数

をカ ウント し 表彰も 実施

食生活・

アルコ ール対策

● 各種測定の推進　 　 　 ●  食生活の見直し ・ 改善

●  アルコ ール摂取習慣意識

●  ベジチェ ッ ク 測定

●  糖化テスト （ AGEｓ ）

●  血管年齢測定
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

●  社内婦人科健診実施

●  配偶者健診社内外案内

●  脳ド ッ ク ・ 肺ド ッ ク 推奨

●  歯科検診推奨

●  婦人科健診受診率の向上

●  配偶者健診受診率の向上　 　 　

●  オプショ ン検診の推進

●  歯科検診の実施率向上

●  婦人科健診・ 配偶者健診

受診率目標設定

●  Ｈ Ｐ 公開　 　 　 　

●  健保補助金の有効活用

●  自治体健診のＰ Ｒ 周知

●  歯科アンケート 調査実施

たばこ 対策

●  喫煙率低減　 　 　 　

●  受動喫煙の防止

●  202 5年度より 　 　 　

　 敷地内全面禁煙目標

（ 請負協力会社含めて活動）

●  教育D VD 作成・ 展開

●  薬局と 連携し 禁煙教室

● 希望者禁煙補助剤提供

　（ 健保補助活用）

●  禁煙チャ レンジデー

　（ 毎月22 日）

メ ンタ ルヘルス

●  スト レスチェ ッ ク 対策

● 総合健康リ スク 値低減

　（ 目標設定）

●  メ ンタ ル休業者率の低減

●  ハイ リ スク 者率の低減

●  職場マネジメ ント の推進

●  教育用Ｄ Ｖ Ｄ 全社受講

●  産業医による教育

●  職制別傾向分析⇒所属長

へフ ィ ード バッ ク

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

●  Ｅ Ｓ （ 従業員満足） 推進

●  ワーク エンゲージメ ント 推進

●  就業時間内教育実施率の向上

●  従業員満足度の向上

●  仕事（ 働き がい） と 生活

の両立支援

●  教育受講率の向上　

　（ 教育時間目標設定）

●  育児サポート ・ 介護支援

●  社外活動（ ボラ ンティ ア、

地域行事等） 参加

●  社内表彰（ 制度継続）

●  意識調査実施

●  相談窓口紹介・ 活用

そ の 他

●  SD G ｓ の推進 ●  社内外でSD G ｓ 活動を

展開し 職場および地域の

活性化を図る

●  地元企業および行政や学

校と 連携

●  社内活動と し て事務局・

推進員を決めて活動

そ の 他

●  福利厚生の推進　 　 　 　 　 ●  職場環境整備の充実

●  従業員支援制度活用等に

よる従業員サポート 向上

●  椅子やテーブルの交換

●  全階段に手すり 設置

●  行事支援金の支給

●  弁当・ デザート 配布

　（ 年数回）
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県雲南市加茂町南加茂41 番地3

業種・ 事業内容 保育業

従 業 員 数 7 9名

平 均 年 齢 3 9歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ ヘルスマネジメ ント 認定事業所

・ 雲南圏域健康づく り 活動表彰事業圏会長賞

・ 健康長寿し まね推進会議会長賞

・  SAFEアワード 腰痛予防部門中国四国ブロ ッ ク 賞

・ 健康経営優良法人20 24 中小規模法人部門

　（ 5 年連続認定）

社会福祉法人 愛耕福祉会 [ 雲南市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

平成2 9年度から 翌年にかけて法人の規模拡大に伴い、

職員数が大幅に増え、 職員の「 健康保持増進」 と 「 職場

環境の改善」 に組織を挙げ、 戦略的に取り 組む必要に迫

ら れまし た。 そこ で平成30 年10 月、 雲南市立病院と 産

業医委託契約を締結し 、 医学的な立場による相談や援助

が受けら れる環境と 、 法人内に「 衛生委員会」 を立ち上

げ「 健康経営」 に取り 組む基盤・ 体制を作り まし た。

取り 組みを進める中で、 職員から 「 自分達の健康につい

て熱心に取り 組んでいる こ の職場で今後も 働き 続けた

い。」 と いう 声が聞かれまし た。 また、 地元経済誌に健

康経営の取り 組みが掲載さ れたこ と で、 顧客（ 保護者）

から 「 職員を大切にし ている法人が運営する保育園なの

で、 子ども を 安心し て預けるこ と ができ る 。」 と 声を か

けていただき まし た。 健康経営に取り 組むこ と で、 職員

の定着や優秀な人材の獲得に繋がっ ています。

女性職員が９ 割を 占めるため、 今後はPM Sや更年期症状など女性特有の健康課題についても 取り 組みます。 こ の課題

に全職員で取り 組むこ と で男性職員から の理解も 進み、 お互いにフ ォ ローし あえる職場環境を強化し てまいり ます。

職員の「 健康増進・ 疾病予防」 そし て職場の「 環境整備」

に全ての職員が取り 組むこ と で、 健康や身の回り に関す

る話題をポジティ ブに語る職員が増えまし た。

様々な健康教育やイ ベント 、 健康に関する情報提供を定

期的に行い、 職員が自分自身の身体と 向き合う 機会を設

けて「 健康意識」 を高めています。

また、 各拠点に常駐し ている看護師が日頃から 職員と 積

極的にコ ミ ュ ニケーショ ンをと るこ と で、 心身の不調に

ついて安心し て相談できる環境を整えています。
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取 組 目 的 お よ び 内 容

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

●  腰痛予防 ● 職員の健康課題である腰痛の改善

と 発症予防

● 外部の作業療法士に依頼し 、 職員

の健康課題に寄り 添っ たオリ ジナ

ル体操を 考案。 勤務終了5 分前に

毎日実践し ている。

食生活・

アルコ ール対策

● 生活習慣病の予防と 健康に対する

意識向上

● 栄養バラ ンスの取れた給食の提供

● 産業医による衛生講話の資料を回

覧するこ と で全職員に周知

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 疾病の早期発見・ 治療

● 健康診断二次検診の啓発

● 産業医が健康診断結果を 確認し 、

必要に応じ て二次検診を勧奨

● 定期的にがん検診啓発研修を実施

たばこ 対策 ● 子ども への受動喫煙対策 ● 敷地内全面禁煙を就業規則に制定

メ ンタ ルヘルス

● メ ンタ ル不調者の早期発見と 対処 ● スト レスチェ ッ ク を年２ 回実施

● 外部有識者を含めたハラ スメ ント

防止委員会を設置し 、 公正な相談

体制を構築

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 職員一人ひと り のニーズに合っ た

働き方をサポート

● 子育てや介護など職員の事情に合

わせた柔軟な勤務時間の適用

● 業務効率を高め、 時間外労働を削

減

そ の 他

●  治療と 仕事の

両立支援

● 治療を必要と する職員が継続し て

就業できる組織づく り

● 不妊治療を含む治療休暇制度の制

定

● 治療と 仕事の両立支援コ ーディ

ネータ ーを育成し 、 サポート 体制

を構築

●  職場巡視 ● 安全な職場環境の維持 ● 産業医と 担当者が毎月各施設の職

場巡視を 行い、 防災対策や５ S活

動など職場環境の改善維持に努め

ている。

6



会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市春日町63 6番地

業種・ 事業内容 総合建設業、 総合水処理事業

従 業 員 数 2 84名

平 均 年 齢 4 4歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

健康経営優良法人５ 年連続受賞

（ 20 21 年はブラ イ ト 50 0を受賞）

協会けんぽヘルス・ マネジメ ント 認定　 他

カ ナツ技建工業 株式会社 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

社員１ 人ひと り の健康管理を生産性や企業価値の向上に

向けた投資と 考えたためです。

社員１ 人ひと り が生き生きと 働ける職場づく り が社員の

活力向上や生産性向上につながっ ています。

職業病に起因する損失を削減するために、 職業病予防に向けた取り 組みを行い、 生産性向上につなげていき たいです。

心の健康に対する社員の意識が向上し 、 スト レスチェ ッ

ク の受検率が向上（ 2 02 3年受検率89 ％） 等

経営者が率先し て健康経営に関わり 、 社員へメ ッ セ―ジ

の発信や取組に関与し ていく こ と を大切にし ています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動
● マラ ソ ンク ラ ブの設立 ● 社員交流、 運動推進 ● 部員1 5名に て、 マ ラ ソ

ン大会等に参加

食生活・

アルコ ール対策

● 外部講師による健康セミ ナーの

開催

● 食生活の見直し ● ９ 月の労働衛生週間に併

せ、 食生活（ 生活習慣病

予防） をテーマに開催

各種健診・ がん検診

歯科検診等

● ポスタ ー掲示 ● がん検診啓発 ● 社内掲示板（ 社内LAN ）

に 健診案内や啓発ポ ス

タ ーを掲示

たばこ 対策
● 会社敷地内全面禁煙 ● 禁煙推進 ● 20 20 年８ 月よ り 全社敷

地内を禁煙
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

メ ンタ ルヘルス

● 外部保健師による社内保健室設

置

● 社員の心の健康管理 ● 20 20 年９ 月に開室。 毎

月定例日の他、 オンラ イ

ン等にて保健師や臨床心

理士による面談が無料

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 総労働時間削減目標の設定 ● 労働時間削減 ● 労働時間削減目標“ チャ

レ ン ジ19 00 ” を 掲げ幹

部会議にて取組や進捗を

共有
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市玉湯町玉造114 番地1

業種・ 事業内容 塗装工事業

従 業 員 数 2 0名

平 均 年 齢 4 0歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ 2 01 7年ヘルス・ マネジメ ント 認定

・  202 3年５ 月ヘルス・ マネジメ ント 認定事

業所受賞

エム・ コーテッ ク  株式会社 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

社員の幸福度向上のために、 心と 体の健康を守り 、 職場

への定着率を高めるこ と で、 会社の継続にも つながっ て

いく と 考えています。

心身共に健康な状態で働く こ と で、 集中力が高まり 、 生

産性の向上が期待できます。

また、 会社のイ メ ージを向上さ せるこ と ができ 、 結果と

し て人材確保につながると 考えます。

社員のメ ンタ ルヘルス不調を未然に防止し 、職場環境を改善し て、より 働きやすい職場づく り を目指し ていきたいです。

喫煙者が当時より 30 ％以上減少

外部講師による健康セミ ナーで得た知識を実践し 、 個々

が食生活などに気をつけるよう になり まし た。

社員の健康を今一度気遣い、 社員が安心し て働ける会社

作り を行う こ と です。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動 ● 毎朝のラ ジオ体操実施

食生活・

アルコ ール対策

● 生活習慣病予防 ● し ま ね☆ま めな カ ン パ

ニ ー　 健康づ く り 情報

メ ールマガジンの共有

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 様々な病気の早期発見、

早期治療、 予防につなげ

ても ら う こ と 。

● 定期健康診断受診率100％

を目指す。

● 検診ポスタ ーの掲示
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

たばこ 対策

● 非喫煙者への健康奨励金制度 ● 喫煙が健康にも たら す悪

影響を理解し 、 禁煙に取

り 組んでほし い。

● 非喫煙者には奨励金と し

て月額1 0 ,0 0 0 円を支給。

メ ンタ ルヘルス

● セミ ナーの開催等 ● 心の健康を保つ方法を身

につけるこ と 。

● 積極的にセミ ナーなどを

受講し て知識を 深め社内

に水平展開

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 仕事と 生活の両方の充実

化を図るこ と で会社と 社

員の相互にと っ て良い影

響を目指す。

● 時間単位での年次有給休

暇取得が可能

● 育児介護休暇制度の充実

そ の 他

（ 熱中症対策）

● 熱中症対策 ● 自分の体調の変化に気を

つけて暑さ に負けない体

づく り を心がけても ら う

こ と 。

● 協会けんぽ保健師の方に

よる出前講座の受講
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市古志原1-4-6

業種・ 事業内容 検診・ 検査

従 業 員 数 2 44名

平 均 年 齢 4 6歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ ヘルス・ マネジメ ント 認定事業所

島根県環境保健公社 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

健康の増進と 環境保全に関わる質の高いサービスを提供

するために、 職員が元気で明るく 働く こ と ができる職場

を目指そう と いう こ と になり まし た。

益々、 健康への関心が高まり まし た。 令和５ 年度は風し

ん抗体検査を全職員を対象に実施し まし た。

採用のPRにも メ リ ッ ト を感じ ています。

健診後の精密検査受診率10 0％を目指し ます。

職員が自ら の健康に目を向けるよう になり 、 時間外の縮

減や休暇の取得等を 推進し ていく 組織風土になり つつ

あると 感じ ています。

健康経営のみなら ず、 安心し て働く こ と ができる風通し

の良い職場と なるこ と を大切にし ています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 費用の一部補助 ● 健康増進のため ● がん検診や人間ド ッ ク の

オプショ ン検査の費用を

一部補助
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県邑智郡美郷町小松地32 0番地

業種・ 事業内容 バーク 堆肥製造業

従 業 員 数 4 1名

平 均 年 齢 4 7歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・  健康経営優良法人20 23 認定（ 中小規模法

人部門）

・ ヘルス・ マネジメ ント 認定事業所（ Ｒ ５ 年度）

・  島根県健康長寿し まね推進会議会長賞～

職域部門（ Ｒ ５ 年度）

山興緑化 有限会社 [ 美郷町 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

エコ アク ショ ン2 1 の活動の一環と し て行う 全社員対象の

講習会で健康について学ぶ時間を設けるこ と にし まし た。

 社員同士の声がけで自主的に定期健診（ 胃内視鏡、 人間

ド ッ ク など） を受診する人が増えまし た。

全社員での講習会を継続し ていく 中で、 テーマを食生活、 メ ンタ ルヘルスの取り 組み（ 勉強） にシフ ト さ せていきたい

です。 また、 中長期的なスパンで社員各々の取り 組み結果や推移が目に見える講習会と し 、 講習会以外の社内事業の中

で、 健康にリ ンク し て取り 組める活動を取り 入れていきます。

・ 社員における喫煙率の低下（ 約７ 割→４ 割）

・ 有給休暇取得率増加

健康でいるこ と の大切さ や重要性に社員自身が気付く よ

う に活動するこ と です。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

食生活・

アルコ ール対策

● エコ アク ショ ン2 1 ● 生活習慣の課題と 解決策

を見つける

● 講習会の度に振り 返り と

+ １ 宣言

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 健診率を上げる ● 二次健診の推奨

● 特定保健指導の受け入れ

たばこ 対策

● エコ アク ショ ン2 1 ● 社員の喫煙率を下げる ● 敷地内全面禁煙

● 勤務時間内禁煙

● 講習会の度に喫煙につい

ての振り 返り
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市荻杼町27 4-2

業種・ 事業内容
建設コ ンサルタ ント ・ IT業

交通計画コ ンサルタ ント ・ システム開発事業

従 業 員 数 5 9名

平 均 年 齢 4 3歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ ヘルス・ マネジメ ント 認定事業所

[ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

従業員数増加に伴い、 スタ ッ フ 同士の連携が取り づら く

なっ ていた課題に直面し まし た。 そのこ ろから 取り 組ん

でいたコ ミ ュ ニケーショ ン施策を推し 進めるなかで意識

せず健康経営に取り 組んでいまし た。 現在はコ ミ ュ ニ

ケーショ ン だけでなく 、 様々な情報提供や食事面のサ

ポート などにも 力を入れています。

「 有給休暇の取得促進」 について取組を 行っ た際、 全体

の休暇取得率は悪く なかっ たのですが、 若い人だけに

絞っ たら なかなか休暇を取得できていないこ と がわかり

まし た。 表に出ている数字だけで計るのではなく 、 現状

の整理・ 分析を行う こ と でより 効果のある施策を検討で

き たこ と は健康経営を行う 上でのメ リ ッ ト だっ たと 思い

ます。

創業から 出雲本社と 広島支店で事業を営んでいたのでお互いの拠点への往来も よく あり 、 コ ミ ュ ニケーショ ンも 取り や

すい状態でし た。 し かし 、 昨年９ 月に東京に支店を開設し たため、 リ アルでの交流のハード ルが一気に上がり 、 拠点間

の交流方法を見直す必要性を感じ ています。

今後は全社での交流だけでなく 、 様々なチーム単位での交流促進も 会社と し て支援し ていく こ と で業務の効率化と 風通

し の良い会社づく り を構築し ていき ます。

全てのスタ ッ フ がやり がいをも っ て生き 生きと 働けるよう 、 今度も 健康経営の取組に尽力いたし ます。

毎年、 従業員の健康習慣を数値化するためのアンケート

を実施し ています。 結果が数値化さ れているこ と で明確

な目標が見え、 自身の健康習慣を意識し やすく なっ たの

ではと 思っ ています。 会社と し ても こ のデータ を分析し

従業員の健康づく り に向けたセルフ ケアを 支援する 仕

組みを考えるこ と ができるよう になり まし た。

バイ タ ルリ ード の企業理念である「 元気で幸せな社会を

つく るために、 人・ 物・ 心を動かす先進的な技術と 感動

サービスを提供」 の実現のためにコ ミ ュ ニケーショ ンを

促進さ せるための取り 組みは、 必要不可欠であり 、 今後

も 大切にし ていき たいこ と でも あり ます。
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取 組 目 的 お よ び 内 容

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● スポーツジム通い放題 ● 運動機会の提供 ● スポーツジムと 法人契約

を 結んでおり 、 従業員は

無料でジムに通う こ と が

でき ます(出雲本社のみ)

食生活・

アルコ ール対策

● O FFICE D E YASAI ● 健康的な食生活のサポー

ト

● O FFICE D E YASAIを 契

約し て社内で健康に良い

サラ ダやお惣菜を 買える

よう にし まし た（ 出雲本

社のみ）

各種健診

がん検診

歯科検診等

● がん検診の受診 ● 病気の早期発見 ● 正社員、 パート タ イ マー

と も 35 歳以上は生活習

慣病予防検診の各種がん

検診を 自己負担なし で受

診

● 女性のがん検診 ● 乳がん、 子宮頸がん検診

の実施

たばこ 対策 ● たばこ 対策取組宣言 ● 禁煙促進 ● ポスタ ー掲示

メ ンタ ルヘルス

● 相談窓口の設置

● 健康セミ ナーの実施

● セルフ ケアと ラ イ ンによ

るケア

● セミ ナーを開催し てセル

フ ケアの重要性を 共有し

まし た。 また、 総務部に

相談窓口を設けているの

でラ イ ンによるケアにつ

なげら れる体制を 作っ て

います。

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 時間単位有休 ● 休暇を取得し やすい環境

づく り

● 有給休暇を全日・ 半日単

位に加えて時間単位で取

得で き る よ う し て い ま

す。

その他

● 疾病入院の補償制度 ● 病気になっ た時にも 安心

し て治療に専念でき る環

境構築

● 病気で入院治療が必要に

なっ た際には会社の加入

し ている保険から も 補償

し ても ら えるよう にし て

います。

● ポスタ ー掲示　 ● 健康維持
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市浜町5 13 番地2

業種・ 事業内容 建設コ ンサルタ ント

従 業 員 数 5 1名

平 均 年 齢 4 4歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ 健康経営優良法人認定

　（ 2 01 7年より ８ 年連続認定）

・ ヘルスマネジメ ント 認定

・ し まねいき いき雇用賞

イズテック  株式会社 [ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

平成2 6年頃から 役職員の健康状態が悪化し たこ と が

き っ かけで、 平成28年から 会社と し て健康経営の取り

組みを始めまし た。

運動習慣のき っ かけづく り のため、 ２ 年連続で社内独自

のウォ ーキングイ ベント を企画・ 実施し まし た。 チーム

制にし たこ と で、 社内のコ ミ ュ ニケーショ ンの活性化に

も 繋がり まし た。

現在、 メ タ ボリ ッ ク シンド ローム・ 予備軍に該当し ている者が、 全体の3 0％を超えています。

そこ で該当者を 少し でも 減ら すため、運動面や食事面から 健康増進に繋がる 取り 組みを計画し 、取り 組んでいき たいです。

こ こ 数年、 社内の喫煙率低下に力を いれており 、 禁煙

に関する社内研修を 開催し たり 、 禁煙外来の助成など、

様々な取り 組みを 行いまし た。 その結果、 3 0 ％だっ た

令和３ 年度の喫煙率は、 令和５ 年度には1 7 ％まで減ら

すこ と ができまし た。

従業員が健康であるこ と 。 従業員が定年を迎え退職する

際に、 心身共に健康な状態で退職し ても ら う こ と を最も

大切にし ています。

取 組 目 的 お よ び 内 容

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動
● ウォ ーキングイ ベント ● 運動習慣の定着やメ タ ボ

対策のため

● 社内独自の開催

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 二次健診、 精密検査の受診勧奨 ● 従業員の病気の早期発

見。 また、 重症化を防ぐ

ため

● 二次健診、 精密検査の受

診勧奨
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

たばこ 対策
● 禁煙促進 ● がんリ スク 予防のため ● 禁煙外来治療費補助

● 禁煙補助剤購入費の補助

メ ンタ ルヘルス

● 心の健康を守るため ● 専門家による個人面談の

実施

● 社内研修

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 従業員のモチベーショ ン

アッ プのため

● ノ ー残業デー

● 有休奨励日
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市殿町3 83

業種・ 事業内容 新聞発行、 デジタ ルサービス、 広告企画

従 業 員 数 2 74名

平 均 年 齢 4 6 .6 歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

2 023 年５ 月

ヘルスマネジメ ント 認定事業所

株式会社 山陰中央新報社 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

新入社員の男女比が半々になり 、 県外出身者の比率も 増

えまし た。 デジタ ル配信に力を入れるなど、 新し い取り

組みにも 挑戦し ています。 社内全体の空気が「 いき いき

と 新聞作り に情熱を注げる環境整備が必要だ」 と の認識

に変わっ てき まし た。

社員の多様性の尊重やボラ ンティ ア経験は、 当社が大切

にする「 地域主義」「 地域支援」 に共感を 持っ て取り 組

む根拠と なり ます。

新聞社特有の不規則な勤務や、 夜勤従事者の生活リ ズムに目を向けた生活習慣病予防の取り 組み。

災害現場の取材などスト レスのかかる業務に従事する社員のメ ンタ ルヘルスケア。

フ ロア改修に若手社員の意見を反映し 、 明るいカ フ ェ ス

ペースを取り 入れまし た。 健康を「 自分事」 と し て考え

る 社員が増えたこ と でスト レ スチェ ッ ク の受検率が向

上し た。 所属部署の理解により パパ育休の取得の実績が

上がっ ています。

社員が不健康な新聞社と 、 社員がいき いき 働く 新聞社、

どちら の新聞を手に取り たいだろ う か。 社員一人一人が

地域の生活者であり 、 その家族にと っ てかけがえのない

存在であると いう 視点を大切にし ています。 社員の健や

かさ は信頼さ れる新聞制作の前提だと 考えます。

取 組 目 的 お よ び 内 容

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● 社内同好会補助、 職場レ ク リ

エーショ ン補助

● 運動習慣を身につける ● 社内同好会・ レ ク リ エー

シ ョ ン の費用補助、 ス

キーツアー開催
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

食生活・

アルコ ール対策

● 健康づく り 講座 ● 夜勤職場や不規則な勤務

の社員も 取り 組める

● 食に関する研修の実施

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 健診率100 ％の達成と 、

がん検診の受診率向上

● 健診未受診者への声掛

け、 健診や人間ド ッ ク オ

プショ ンの費用補助、 ポ

スタ ー掲示

たばこ 対策
● 分煙の徹底 ● 受動喫煙防止の新し い喫

煙室

メ ンタ ルヘルス

● メ ンタ ルヘルス４ つのケ

アの推進

● セルフ ケアと ラ イ ンケア

の対象別研修の実施、 産

業医や看護師と の面談、

社外EAPの活用

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 子育て支援セミ ナー ● 子育て 世帯への理解促

進、 両立支援

● 助産師を 招いたセミ ナー

の実施

そ の 他

（ ダイ バーシティ 、

 コ ミ ュ ニケーショ ン促進）

● 子ども ご縁食堂 ● 地域貢献と 共に、 社員の

ボラ ンティ ア参加を推奨

する

● 社員ボラ ンティ アを 募り

月２ 回の子ども 食堂を 開

催

そ の 他

（ 救命講習）
● 普通救命講習 ● 緊急時の技術習得 ● 普通救命講習会の実施
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市古志原6-12 -5 1

業種・ 事業内容 建設業・ 土木工事業

従 業 員 数 3 6名

平 均 年 齢 3 7歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ 第１ 回し まねいき いき 雇用賞

・ 健康経営優良法人８ 年連続認定

・ 令和元年度健康づく り グループ表彰受賞

・ 第1 2回健康寿命をのばそう ！アワード 受賞

株式会社 真幸土木 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

 2 5年前創業者が引き 継ぎも なく 6 5歳で亡く なり 仕事を

するにも 健康が１ 番と 感じ まし た。

 長期労働力確保のため社員の健康づく り と 新卒採用に取

り 組んでいます。

社員の定着や、 健康寿命が延び長く 働ける（ 7 0歳以上

の社員も 勤務） 職場になっ ています。 さ ら に生産性の向

上・ 業績アッ プにも つながり ます。

①喫煙者ゼロの達成、②運動の習慣づけと 野菜不足解消の食事に関する活動、③社内コ ミ ュ ニケーショ ンの活性化によっ

てスト レス軽減に取り 組んでいきたいです。

・ たばこ 喫煙率の低下（ 2 2年前70 ％⇒現在３ ％）

・ 生産性の向上、 企業イ メ ージ・ 業績のアッ プ

・  病気の早期発見、 重症化予防、 健康寿命が延び長く 働

ける

・ 社員の定着、 スト レス軽減、 人間関係良好

・ 男性社員育児休暇過去２ 名取得

①健康づく り の費用は将来の投資と 考える、 ②経営ト ッ

プが本気度を示す、 ③結果を焦ら ず根気強く 継続的に取

り 組む、 ④禁煙は社員全員で応援し 励ますこ と です。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動
● ボウリ ング大会・ スポーツ大会

開催

● 老若男女問わず全員が参

加でき 、 から だを動かす

● 年１ 回実施

食生活・

アルコ ール対策
● 野菜ジュ ースの配付 ● 野菜摂取不足解消 ● 毎月全社員に配付
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

①人間ド ッ ク 受診

②女性検診受診

③がん検診

①②③

早期発見、 重症化予防

①4 0歳・ 50 歳・ 60 歳の社

員と その家族１ 名（ 配偶

者または親） の費用全額

会社負担

②女性社員受診、 会社全額

負担

③全社員大腸がん検診（ 便

潜血検査） を実施

たばこ 対策

①受動喫煙対策

②健康手当支給

③啓蒙活動

①非喫煙者の健康を 守り な

がら 全社員禁煙に向けた

環境づく り

②継続的なご褒美・ 励みが

あるこ と で再喫煙防止と

健康意識を持続する

③継続し て健康情報の伝達

に取り 組み意識を高める

①社員の同意を得ながら 段

階的に分煙を開始

　 ⇒現在は完全禁煙達成

②毎月禁煙者に支給。

自己申告制で喫煙し たら

無し

③外部医療機関による講演・

保健指導を実施

メ ンタ ルヘルス

①社員旅行

②市民レガッ タ の参加

①②

社内コ ミ ュ ニケーショ ンを

活性化し 仲良く なるため

①毎年実施参加率９ 割

②若手社員を中心に参加

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

①イ ク ボス宣言

②治療と 仕事の両立支援

①②

育児・ 介護・ 治療等サポー

ト でき る職場環境の構築

①社内外に宣言し 働き やす

い職場を目指す

②入院治療費の助成、 病気

による長期休業補償制度
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 健康診断の推進 ● 自己の健康状態を認識し

自ら 健康管理に留意する

● 定期健康診断1 00 ％実施

● 健診後の特定保健指導対

象者の実施率1 00 ％

たばこ 対策

● 禁煙対策 ● 自ら の身体管理 ● 会社の敷地内での喫煙場

所の整備

● 社用車を禁煙にする

● 煙草による周囲への影響

メ ンタ ルヘルス

● メ ンタ ルヘルスケア ● 些細な事にも 気を 配り 、

家庭・ 会社にこ だわら ず

重大な状況を招かない

● 従業員の気持ちに寄り 添

う 相談窓口

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 休暇の有効利用 ● 仕事と 各自の生活の調和 ● 休日の増加・ 残業を 減ら

す効率的な働き 方

● 育児･介護等の就業規則

の充実化　

● 有給休暇の完全取得化

そ の 他  
● 熱中症対策 ● 重症化する前の対策 ● 飲料水、 塩飴

● 空調服の支給
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県邑智郡邑南町矢上457 5

業種・ 事業内容 建設コ ンサルタ ント

従 業 員 数 2 0名

平 均 年 齢 5 1歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・  メ ン タ ルヘルス・ マネジメ ン ト 認定表彰　

受賞（ Ｒ ５ 年５ 月15 日）

株式会社 大屋ハイ テッ ク [ 邑南町 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

時代のニーズに適応し た内部環境の変化が必要であり 、

働きやすい職場づく り や更なる社員の健康を目標にし よ

う と 考えたこ と がきっ かけです。

社員が自身の健康だけでなく 同僚の健康にも 気を遣う よ

う になり まし た。

また通院（ 家族も 含む） のための有給休暇の取得が増え、

病気の発症予防・ 重症化予防につながっ ていると 思いま

す。

定期健康診断の結果を踏まえ、 生活習慣（ 食事・ 運動・ 生活リ ズム） についてまだ課題がある様に感じ ています。 普段

から 社員が生活習慣の改善について学ぶ機会を作り たいと 思います。

社員の健康意識が高まり まし た。

今年度の定期健康診断(受診率1 00 ％)において「 所見あ

り 」 の診断がついている社員数が５ ％減っ ています。

社員の心と 体の健康維持・ 増進により 会社が元気になる

と 思いますので、 社員の健康リ スク やニーズを把握し 適

切な支援を提供するこ と が大切だと 考えています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● 運動器具・ マッ サージ機設置 ● 運動不足解消 ● 社内に 運動器具・ マ ッ

サージ機を設置し ていま

す。

食生活・

アルコ ール対策

● 生活習慣の維持・ 改善 ● 保健指導の講師を 招き 講

習会を実施し ています。
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

● 体重計・ 血圧計を いつで

も 使用でき る場所に設置

し ています。

● 町の保健課にベジチェ ッ

ク 測定器を借り 社員の野

菜摂取量の調査を 行いま

し た。

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 健診（ 検診） 受診勧奨等 ● 病気の早期発見・ 早期治

療

● 毎年定期健康診断を 奨励

し ています。

● 歯科検診や各種予防接種

については会社から 助成

金を支給し ています。

たばこ 対策

● 受動喫煙対策 ● 建物内は全面禁煙と し 喫

煙所は屋外に１ 箇所設置

し ています。

メ ンタ ルヘルス

● スト レスチェ ッ ク 等 ● 社員の心の健康維持 ● スト レ スチェ ッ ク シート

を実施し ています。

● その結果を踏まえ社員相

談窓口を 設置し 面談を

行っ ています。

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 有給取得率を上げる

● 残業を減ら す

● 20 21 年度から 時間単位

での有給取得を 可能にし

まし た。

● 毎週水曜日を ノ ー 残業

デーにし ています。

そ の 他

● 感染症予防 ● イ ンフ ルエンザ・ コ ロナ

ウイ ルス等の感染対策

● エ ア ード ッ グ(空気清浄

機)を 購入し 各部屋に設

置し ています。
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県浜田市久代町11 17 番地２

業種・ 事業内容 水族館

従 業 員 数 5 1名

平 均 年 齢 3 6歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

ヘルス・ マネジメ ント 認定制度受賞

公益財団法人 しまね海洋館 [ 浜田市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

当時浜田市にヘルス・ マネジメ ント 認定事業所がまだな

かっ たため、 浜田市の１ 号になり たかっ たのと 、 職員が

歳を 重ねるにつれ健康診断結果に変化が見ら れたため、

取り 組みの必要性を感じ ていまし た。

ウォ ーキングイ ベント にみんなで参加するこ と により 、

お互いに声かけし あう よう になり 、 歩数を意識するよう

になり まし た。 また、 日々に張り がでてきています。

ウォ ーキングイ ベント 等の参加者をも っ と 増やし て職場全体で楽し んで取り 組みたいです。

普段運動を し ないスタ ッ フ が運動を 意識し て行う よ う

になり まし た。

また、 歩く こ と が楽し みになっ てき たと いう 声も あり ま

し た。

個々の健康への意識を高めるこ と はも ちろん、 職場と し

て一人ひと り が健康を意識し て生活するこ と を目指し て

います。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● は ま チ ャ レ（ 浜 田 市 主 催 の

ウォ ーキングイ ベント ）

● し まね☆健康づく り チャ レンジ

月間（ 島根県主催の健康づく り

強化月間）

● 健康増進 ● ウォ ーキングイ ベント

● ＋１ 健康づく り

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 特定健診受診10 0％ ● 早期発見、 早期治療
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

たばこ 対策
● 建物内全面禁煙

● 禁煙チャ レンジ

● 副流煙対策

● 禁煙への意識啓発

● ポスタ ーを廊下に掲示

メ ンタ ルヘルス

● スト レスチェ ッ ク ● 自身のメ ンタ ルの把握 ● 希望者に年１ 回実施

● 希望があれば産業医の面

談を実施

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 希望休制度 ● 年休を使わなく ても 個人

の予定に合わせた勤務シ

フ ト を作るこ と で、 年休

は余暇等のために使用で

きるよう にする

● 個々の予定に併せて毎月

休みの日を設定でき る

そ の 他

● 健康機器設置

● 健康機器レンタ ル

● 自身の健康状態の把握 ● 体組成計、 血圧計を 救護

室に設置。 人目を 気にせ

ずに自由に計測でき る。

● 血管年齢測定器を レ ンタ

ルし 全職員で測定

● ワク チン接種 ● 予防するこ と で、 集団感

染を防ぎ、 運営に支障が

でないよう にする

● 希望者のイ ンフ ルエンザ

ワク チン職場接種・ かか

り つけ医接種。 その費用

全額助成。

● コ ロナワク チン接種特別

休暇付与
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市上塩冶町2 779 -21

業種・ 事業内容 建設業　

従 業 員 数 ４ 名

平 均 年 齢 5 8歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ ヘルスマネジメ ント 認定表彰

島根ライト コン工業 株式会社 [ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

社内で少し ずつ喫煙者が減っ てきて誰も が自分の健康の

こ と を考え出し まし た。

特定保健指導を受け継続的にフ ォ ローし て頂いて従業員

の自覚も 出てきています。

引き続き従業員の健康を考え、 安心し て働ける会社経営を目指し ていきたいと 思います。

活気ある会社にするため、 福利厚生等の充実を考えていき たいと 思います。

敷地内全面禁煙になり まし た。

保健指導を積極的に受けるよう になり まし た。

従業員全員が健康であり 続けるために一人一人の今の状

態を把握し フ ォ ローするこ と を大切にし ています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

● リ フ レッ シュ タ イ ム ● 仕事の合間に体をほぐ し

ケガをなく す

● 現場作業の人と 事務所の

人がおり 、 事務所の人を

中心に、 ちょ いト レ チャ

レ ンジリ ーフ レ ッ ト を 掲

示し ており 、 見ながら 実

施し ている。

食生活・

アルコ ール対策

● アルコ ールチェ ッ ク ● アルコ ール対策

　（ 飲みすぎを防ぐ ）

● それぞれの始業前に全員

にアルコ ールチェ ッ ク を

する
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 歯科検診

● ポスタ ー掲示

● 健康な歯を保つために ● チラ シの掲示

● 健診助成金が出る

　（ ジョ イ メ イ ト 企画利用）

たばこ 対策 ● 敷地内全面禁煙 ● 受動喫煙をなく す ● 敷地内全面禁煙

メ ンタ ルヘルス

● 心を健康に ● 心の健康を保つため ● 社内の相談窓口の利用

● 病院などの助言も し てい

る。

そ の 他

● 血圧測定器、 体重計の設置 ● 健康管理 ● 日常的に自社で健康管理

でき るよう にし ている。

● 給与明細への同封 ● 健康情報の周知啓発 ● 保険会社が持っ てき てく

れるワンポイ ント アド バ

イ スを 毎月給与明細に入

れている。
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市

業種・ 事業内容 コ ンク リ ート 製品製造業

従 業 員 数 4 7名

平 均 年 齢 5 1 .1 歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

2 023 .5島根県と 全国健康保険協会島根県支

部連名によ る ヘルス・ マネジメ ン ト 認定事

業所表彰

昭和セメ ント 工業 株式会社 [ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

社員の高齢化が進み、 怪我や病気で長く 休みがちになっ

たため、 健康に関する意識が高まっ た。

有給休暇の平均取得率が80 ％、 平均取得日数は約1 5日

と 増えたため、 ワーク ラ イ フ バラ ンスの実現がさ れてき

ている。

健康経営を続けていく こ と で社員が元気になり それに続いて会社が元気になると 考えます。 元気な会社には「 人」 が集

まり 「 仕事」 も 集まり ます。 製造業の中でも 、 特にコ ンク リ ート 製品製造業は平均年齢が上昇し ている業種なので、 第

一に社員の健康寿命を延ばし 、 と も に永く 働けるよう に手助けができ るよう な会社と なっ ていき たいと 思います。

自身の健康に対する意識が深まっ た。

怪我や病気で休みをと るこ と が減っ た。

会社のト ッ プが先頭に立ち 、「 健康」 について理解する

こ と を大切にし ています。 会社が健康であるためには社

員が健康でなければなら ないと 考えており ます。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動 ● ラ ジオ体操 ● 勤務時間中の怪我を防ぐ ● 朝礼前に実施

食生活・

アルコ ール対策

● 保険者のメ ールマガジンによる

情報掲示

● 情報提供 ● メ ルマガ到着後、 社員み

んなの目に留まるよう に

タ イ ムカ ード 横や社内掲

示板に掲示
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

各種健診

がん検診

歯科検診等

● 島根県から の情報掲示 ● 健康維持 ● し ま ね☆ま めな カ ン パ

ニーによるリ ーフ レ ッ ト

掲示および配布を実施

たばこ 対策

● 健康維持 ●「 たばこ 対策取組宣言」

の掲示

●「 禁煙チ ャ レ ン ジ 」 ポス

タ ーに禁煙外来一覧表掲

示

メ ンタ ルヘルス
● メ ンタ ルヘルス担当者の設置 ● 心の健康 ● 自社制作ポスタ ーによる

担当者の周知

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

● 有給休暇残日数の情報公開 ● 有給休暇取得促進 ● 給料明細に有給残日数と

し て印刷し て配布

3 0



会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県出雲市湖陵町板津368

業種・ 事業内容 金属製品製造業

従 業 員 数 7 4名

平 均 年 齢 4 2歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ 令和５ 年ヘルスマネジメ ント 認定

内藤鉄工 株式会社 [ 出雲市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

Ｏ Ｂ の方々にお会いする機会があり ますが、 皆様と ても

お元気でいら っ し ゃいます。

その姿をみて改めて社員の健康管理と 経営管理が一体で

あると 考え、 働き やすい環境の整備や社員の心身の健康

を守るこ と が大切であると 感じ まし た。

全社員が毎日『 元気に 笑顔で』 家族の元に帰る こ と を

いつも 願っ ています。

元気な社員が増えるこ と で、 社内が明るく なり 仕事も 活

発になっ ていく と 思います。

今後も 、出来るこ と を積極的に実施し ていき 『 健康社員』

を増やし ていきたいと 思います。

健康の連鎖を期待し 、 健康診断オプショ ン、 再検査、 予防接種、 有給取得の呼びかけを継続的に行っ ていき ます。

そし て、 活発で健康への意識が高い社員を増やし ていきたいと 思います。

健康診断のオプショ ンを選択する社員が増え、 健康への

意識の高まり を実感し ています。

また、 年次有給休暇の利用勧奨も し ており 、 ワーク ラ イ

フ バラ ン スを 意識さ れる 社員が増えつつある と 感じ て

います。

会社の財産である社員。 その社員を支えている『 社員の

家族』 のこ と も 想い、 健康経営の実施や健康づく り を呼

びかけるこ と を大切にし ています。
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分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動
● ラ ジオ体操 ● 体力向上

● 健康保持・ 増進

● 全体朝礼前に全員で実施し ています。

食生活・

アルコ ール対策

● 声掛けの実施 ● 生活習慣の意識付け ● 全体朝礼時やミ ーティ ング時等に注意

事項や事例等を含めた注意喚起、 声掛

けを日常的に実施し ています。 特に季

節の変わり 目や気候の変化時、 熱中症

対策時期等にはより 重点的に実施し て

います。

各種健診

がん検診

歯科検診等

● オプショ ン選択可能 ● 体の異常の早期発見 ● 健康診断実施病院や機関が実施するオ

プショ ンを選択可能と し ています。

たばこ 対策

● 社屋内完全禁煙 ● 二次喫煙防止 ● 20 14 年より 屋内完全禁煙を実施。

　 喫煙は休憩時間に屋外指定場所のみと

し ています。

メ ンタ ルヘルス ● 有休休暇の利用勧奨

● 時間外労働の削減

● 心 と 体 の リ フ レ ッ

シュ

● 半日単位、 時間単位の年次有休休暇制

度を 導入し 利用促進を 図っ ています。

また、 基準日が近づいてき ている社員

に対し ては声掛けを積極的に実施し て

います。

● 各部門において『 ムリ ・ ムダ・ ムラ 』

を意識し た業務の効率化、 省略化、 多

能工化等を実行し 時間外労働の削減を

進めています。

ワーク ラ イ フ

バラ ンス

取 組 目 的 お よ び 内 容
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会社概要
所在地（ 本社住所） 島根県松江市学園南２ -３ -５

業種・ 事業内容 建設業　 土木・ 建築事業

従 業 員 数 1 85名

平 均 年 齢 4 3歳

健康づく り ・ 健康経営に

関する受賞歴

・ ヘルス・ マネジメ ント 認定制度

　（ 令和５ 年５ 月受賞）

松江土建 株式会社 [ 松江市 ]

● 健康経営を 始めたき っ かけ

● 健康経営による効果・ メ リ ッ ト

● 今後取り 組んでいき たいこ と

取 組 目 的 お よ び 内 容

● 健康経営による変化

● 健康経営で大切にし ているこ と

社員一人ひと り の健康が会社全体の生産性や活性化に深

く 関わっ ていると 考えています。

社員の健康意識向上と 生産性向上や職場環境の向上がみ

ら れまし た。

弊社では体の健康はも ちろん心の健康についても 重要視し ており 、 健康経営を通じ てすべての役職員がお互いの多様性

を認め合い、 働き やすく いき いきと 活気あふれる職場環境づく り に取り 組んでまいり ます。

社員個人の健康意識向上。 健診後、 要再検査者へ再診報

告を個別に促すこ と により 受診率向上。（ 再検査受診率

が前年５ 割から 約８ 割へ向上）

社員一人ひと り の健康に対する意識づけや、 忙し い中で

も 病院に受診でき るよう 会社全体での支援と 環境づく り

を大切にし ています。

分　 　 野 事 業 名 目　 　 的 内　 　 容

運　 　 動

①ちょ いト レの推奨

②社内ボウリ ング・ ゴルフ 大会

③運動機会への参加費用補助

● 運動不足解消

● 運動を通じ た社員交流

● 運動機会の促進、 地域イ

ベント への参加

● 手軽な運動法を紹介

● 社内ボウリ ング・ ゴルフ

大会の実施

● 施設利用費やスポーツ大

会参加費補助
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